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１　検討協議会の背景と目的
　施設狭隘化や老朽化といった実態・課題がある中、児童生徒にとってより良い教育環境や将来を展望した学校の在り方につ
いて検討するため、保護者や地域住民の代表、学校関係者などで構成された「川西地区学校の在り方検討協議会」を開催し
た。

２　これまでの経過
　・令和５年度　川西小・中学校の躯体設備等調査の実施
　・令和６年度　地域説明会の開催、地域要望書の受理、川西地区学校の在り方検討協議会の開催及び意見書の受理

３　「川西地区学校の在り方検討協議会意見書」の概要
（１）川西小学校・川西中学校の現状と課題について
　児童、生徒推計や学校施設の現状と課題など
（２）川西地区における学校の在り方について
　川西地区の教育環境、義務教育学校の導入等を踏まえ、施設整備手法については、移転新築による整備が最も望ましいと考
えるが、土地取得等の課題があることから移転新築が難しい場合は、既存中学校校舎の活用により、義務教育学校として整備
することが望ましい。

４　今後の対応
　教育委員会において、今般の意見書を踏まえ、義務教育学校の導入など、川西地区の学校の在り方を整理するとともに、施
設整備については、本市の学校施設全体で老朽化が進行していることから、財政状況や公共施設マネジメントの考え方を考慮
のうえ、優先順位を整理し、検討を進めていく。

　■今後のスケジュール

・５月27日　経済文教委員会へ報告

　■　審議結果

　・同内容で、５月27日経済文教委員会へ報告することで了承された。

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

令和７年度　第２回全体庁議（５月14日開催）

審議 ・ 報告
（２）川西地区学校の在り方検討協議会の意見書について
     ［学校教育部］

　■　提案・報告の趣旨

　川西地区学校の在り方検討協議会が教育長に提出した意見書について、令和７年５月27日の経済文教委員会に報告するも
の。


